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解答：まずブリッジ回路の初期平衡状態において 4321 RRRR  となっている。よって、電流

3221 , iiii  となり、出力電圧eがゼロとなる。次に抵抗 1R の微小な変化 1R があったとき、 
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    ここで、 4321 RRRR  を上式に代入し、 
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 が得られる。 

(別解)：ブリッジ回路の初期状態は平衡であれば 

 

 

 

 

となる。ここで、 4321 RRRR  ， 0, 4321  RRRRR であれば 
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